
副
業
制
度
が
進
展
し
た
背
景

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
日
本

の
生
産
年
齢
人
口
は
年
々
減
少
し
、
今

後
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
、
２
０
１
７
年
に
「
働
き

方
改
革
実
行
計
画
」
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
厚
生
労

働
省
が
「
働
き
方
改
革
」
の
実
現
に
向

け
て
「
柔
軟
な
働
き
方
が
し
や
す
い
環

境
整
備
」
を
挙
げ
、
企
業
の
副
業
解
禁

が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
モ

デ
ル
就
業
規
則
」「
副
業
・
兼
業
の
促

進
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
改

定
・
策
定
さ
れ
、
副
業
制
度
が
企
業
の

間
で
加
速
度
的
に
浸
透
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
大
企
業

を
中
心
に
、
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て

副
業
制
度
を
導
入
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

副
業
人
材
に
は
、
個
人
事
業
主
等
と

し
て
、
企
業
お
よ
び
諸
団
体
に
所
属
せ

ず
独
立
し
た
形
態
で
活
動
し
て
い
る
人

が
い
れ
ば
、
雇
用
契
約
を
締
結
し
並
行

し
て
活
動
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
企

業
内
で
の
職
種
変
更
に
よ
る
「
企
業
内

副
業
」
と
い
っ
た
形
態
も
生
ま
れ
、
副

業
制
度
は
さ
ら
に
多
様
化
す
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

副
業
制
度
を
導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト

　

中
小
企
業
が
副
業
制
度
を
導
入
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

受
け
入
れ
る
企
業
側
と
し
て
は
、
従

来
の
フ
ル
タ
イ
ム
で
の
人
材
雇
用
に
固

執
せ
ず
、
環
境
変
化
や
経
営
状
況
に
応

じ
て
、
期
間
や
頻
度
等
を
考
慮
し
た
柔

軟
な
人
材
確
保
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

高
い
専
門
性
や
ス
キ
ル
を
持
つ
副
業
人

材
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
社
内
に
な

い
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
の
獲
得
、
組
織
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、
送
り
出
す
企
業
側
と
し
て

は
、
昇
給
が
ま
ま
な
ら
な
い
場
合
、
給

与
の
補
填
的
措
置
と
し
て
導
入
す
る
こ

と
で
優
秀
な
人
材
の
獲
得
・
流
出
の
防

止
が
で
き
、
競
争
力
が
向
上
し
ま
す
。

さ
ら
に
労
働
者
が
習
得
し
た
ス
キ
ル

が
、
自
社
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る

こ
と
へ
の
期
待
が
も
て
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
、
中
小
企

業
で
も
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
が
浸
透
し
、

通
勤
時
間
の
縛
り
が
減
少
し
ま
し
た
。

通
勤
ス
ト
レ
ス
が
緩
和
さ
れ
、
自
由
な

時
間
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
副
業
に
よ

り
ス
キ
ル
を
磨
き
、
さ
ら
に
は
新
し
い

収
入
源
を
確
保
し
た
い
と
す
る
労
働
者

の
要
望
は
、
今
後
も
増
え
続
け
る
と
推

察
さ
れ
ま
す
。

副
業
制
度
を
取
り
入
れ
る
際
の

法
的
留
意
点

　

送
り
出
す
に
せ
よ
、
受
け
入
れ
る
に

せ
よ
、
副
業
制
度
を
導
入
す
る
際
に
必

要
な
法
的
留
意
点
は
、
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。

　

主
な
留
意
点
と
し
て
は
「
安
全
配
慮

義
務
」「
秘
密
保
持
義
務
」「
競
業
避
止

義
務
」「
誠
実
義
務
」「
副
業
の
禁
止
ま

た
は
制
限
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
考
察
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

⑴
安
全
配
慮
義
務

　

安
全
配
慮
義
務
と
は
「
使
用
者
は
、

労
働
契
約
に
伴
い
、
労
働
者
が
そ
の
生

命
、
身
体
等
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
労

働
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な

配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
」
こ
と
と
さ

れ
、
労
働
契
約
法
５
条
に
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
副
業
人
材
を
使
用
す
る
、
し

な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
使
用

者
が
そ
の
義
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　

法
的
留
意
事
項
と
し
て
指
摘
さ
れ
る

の
は
、
主
と
し
て
過
重
労
働
と
把
握
し

て
い
な
が
ら
も
、
労
働
者
に
配
慮
せ

ず
、
健
康
に
支
障
が
生
じ
る
に
至
っ
た

⑴
安
全
配
慮
義
務

ら
れ
ま
す
。

副
業
制
度
を
導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト

　

中
小
企
業
が
副
業
制
度
を
導
入
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

受
け
入
れ
る
企
業
側
と
し
て
は
、
従

副業制度を
導入する際の
ポイント

髙山社会保険労務士事務所 所長
特定社会保険労務士

髙山 英哲

ポイント

髙山社会保険労務士事務所 所長髙山社会保険労務士事務所 所長

生産年齢人口の減少、テレ
ワークの普及等に伴い、副
業制度への関心が高まって
います。副業制度を導入す
る際のポイントと実務上の
留意点について解説します。

［前編］
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場
合
で
す
。

　

そ
の
た
め
就
業
規
則
等
に
は
、
長
時

間
労
働
等
に
よ
っ
て
労
務
提
供
上
の
支

障
が
あ
る
場
合
は
、
副
業
を
禁
止
ま
た

は
制
限
す
る
記
載
が
必
要
で
す
。

　

な
お
副
業
開
始
後
は
、
副
業
状
況
を

報
告
等
で
把
握
し
、
健
康
状
態
に
問
題

の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
副
業
の
禁
止

ま
た
は
制
限
を
検
討
し
ま
す
。

⑵
秘
密
保
持
義
務

　

労
働
者
は
、
使
用
者
の
業
務
上
の
秘

密
を
守
る
義
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
「
秘
密
保
持
義
務
」
と
い
い
ま
す
。

　

法
的
留
意
事
項
と
し
て
は
、
副
業
を

通
じ
て
業
務
上
に
お
け
る
秘
密
保
持
対

策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

防
止
策
と
し
て
、
就
業
規
則
等
で
、

業
務
上
の
秘
密
が
漏
え
い
す
る
恐
れ
の

あ
る
場
合
は
副
業
を
禁
止
、
ま
た
は
制

限
事
項
を
記
載
の
う
え
運
用
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
加
え
て
副
業
を

行
な
う
労
働
者
に
対
し
て
、
業
務
上
の

秘
密
と
な
る
情
報
の
範
囲
の
教
育
や
秘

密
保
持
誓
約
書
の
提
出
等
、
業
務
上
の

秘
密
を
漏
え
い
し
な
い
よ
う
注
意
喚
起

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

⑶
競
業
避
止
義
務

　

労
働
者
は
一
般
的
に
在
職
中
、
使
用

者
と
競
合
す
る
業
務
を
行
な
わ
な
い
義

務
を
負
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
競
業

避
止
義
務
」
と
い
い
ま
す
。

　

法
的
留
意
事
項
と
し
て
は
、
自
社
お

よ
び
他
社
の
労
働
者
が
副
業
す
る
こ
と

で
、
競
業
避
止
義
務
違
反
が
生
じ
る
場

合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

防
止
策
と
し
て
、
就
業
規
則
等
に
、

競
業
に
よ
り
自
社
お
よ
び
他
社
の
正
当

な
利
益
を
害
す
る
場
合
は
、
副
業
を
禁

止
ま
た
は
制
限
す
る
規
定
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
禁
止
さ
れ
る
競
業
行
為
の

範
囲
等
や
、
正
当
な
利
益
を
害
し
な
い

こ
と
を
記
載
の
う
え
運
用
し
ま
す
。
と

く
に
、
副
業
を
開
始
す
る
前
の
注
意
喚

起
が
重
要
で
す
。

⑷
誠
実
義
務

　

労
働
者
は
、
使
用
者
の
信
用
や
名
誉

を
不
当
に
侵
害
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る

義
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
誠

実
義
務
」
と
い
い
ま
す
。

　

法
的
留
意
事
項
と
し
て
、
使
用
者
の

名
誉
・
信
用
を
毀
損
し
な
い
等
、
誠
実

に
行
動
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
ま
す
。

　

就
業
規
則
等
で
も
、
自
社
の
名
誉
や

信
用
を
損
な
う
行
為
お
よ
び
信
頼
関
係

を
破
壊
す
る
行
為
が
あ
る
場
合
は
、
副

業
を
禁
止
ま
た
は
制
限
す
る
こ
と
を
記

載
し
て
運
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
副
業
開
始
前
に
、
こ
う
し
た

危
険
性
の
確
認
も
不
可
欠
で
す
。

⑸  

副
業
の
禁
止
ま
た
は
制
限
　

　

労
働
者
は
、
所
定
労
働
時
間
以
外
の

時
間
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
か
は
、

基
本
的
に
は
自
由
で
す
。
た
だ
し
例
外

的
に
裁
判
例
で
は
、
次
の
４
点
に
つ
い

て
労
働
者
の
副
業
を
禁
止
ま
た
は
制
限

す
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

△

労
務
提
供
上
の
支
障
が
あ
る
場
合

△

業
務
上
の
秘
密
が
漏
え
い
し
て
し

ま
う
場
合

△

競
業
に
よ
り
自
社
の
利
益
が
害
さ

れ
る
場
合

△

自
社
の
名
誉
や
信
用
を
損
な
う
行

為
や
信
頼
関
係
を
破
壊
す
る
行
為

が
あ
る
場
合

　

し
た
が
っ
て
就
業
規

則
で
は
、「
原
則
と
し

て
、
労
働
者
は
副
業
を

行
な
う
こ
と
が
で
き

る
」
こ
と
と
し
た
う
え

で
、
例
外
に
該
当
す
る

場
合
は
副
業
禁
止
ま
た

は
制
限
す
る
こ
と
を
記

載
の
う
え
運
用
し
ま
し

ょ
う
。

⑴
〜
⑸
の
留
意
点
に

配
慮
し
た
、
送
り
出
す

側
の
企
業
の
就
業
規
則
を
図
表
１
に
例

示
し
ま
す
。

実
務
上
の
留
意
点

【
副
業
・
兼
業
の
確
認
】

　

使
用
者
は
、
労
働
者
か
ら
の
申
告
等

に
よ
り
、
副
業
・
兼
業
の
有
無
・
内
容

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
方
法
と
し
て
、
就
業
規
則
、
労

働
契
約
等
に
副
業
・
兼
業
に
関
す
る
届

出
制
な
ど
を
定
め
た
う
え
で
、
労
務
管

理
を
適
切
に
行
な
う
た
め
、
副
業
・
兼

業
の
有
無
・
内
容
を
確
認
す
る
た
め
の

仕
組
み
（
届
出
制
な
ど
）
を
設
け
て
お

く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

副
業
・
兼
業
の
内
容
と
し
て
確
認
す

⑷
誠
実
義
務

⑸
副
業
の
禁
止
ま
た
は
制
限
　

⑵
秘
密
保
持
義
務

⑶
競
業
避
止
義
務

〈副業・兼業〉
第●条　労働者は、勤務時間外において、他の会社

等の業務に従事することができる。

２　会社は、労働者からの前項の業務に従事
する旨の届出に基づき、当該労働者が当該
業務に従事することにより次の各号のいずれ
かに該当する場合には、これを禁止または制
限することができる。

①労務提供上の支障がある場合
②企業秘密が漏えいする場合
③会社の名誉や信用を損なう行為や、
　信頼関係を破壊する行為がある場合
④競業により、企業の利益を害する場合

出典　厚生労働省　『副業・兼業の促進に関するガイドライン/
 わかりやすい解説』を基に作成

【図表1】 モデル就業規則
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信
頼
関
係
を
破
壊
す
る
行
為

△

為
や
信
頼
関
係
を
破
壊
す
る
行
為

為
や
信
頼
関
係
を
破
壊
す
る
行
為

自
社
の
名
誉
や
信
用
を
損
な
う
行

自
社
の
名
誉
や
信
用
を
損
な
う
行

為
や
信
頼
関
係
を
破
壊
す
る
行
為

△

為
や
信
頼
関
係
を
破
壊
す
る
行
為

為
や
信
頼
関
係
を
破
壊
す
る
行
為

為
や
信
頼
関
係
を
破
壊
す
る
行
為

為
や
信
頼
関
係
を
破
壊
す
る
行
為

為
や
信
頼
関
係
を
破
壊
す
る
行
為

為
や
信
頼
関
係
を
破
壊
す
る
行
為

が
あ
る
場
合

が
あ
る
場
合
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る
事
項
と
し
て
は
、

△

他
の
使
用
者
の
事
業
場
の
事
業
内
容

△

他
の
使
用
者
の
事
業
場
で
労
働
者

が
従
事
す
る
業
務
内
容

△

労
働
時
間
通
算
の
対
象
と
な
る
か

否
か
の
確
認

△

他
の
使
用
者
と
の
労
働
契
約
の
締

結
日
、期
間

△

他
の
使
用
者
の
事
業
場
で
の
所
定

労
働
日
、所
定
労
働
時
間
、始
業
・

終
業
時
刻

△

他
の
使
用
者
の
事
業
場
で
の
所
定

外
労
働
の
有
無
、見
込
み
時
間
数
、

最
大
時
間
数

△

他
の
使
用
者
の
事
業
場
に
お
け
る

実
労
働
時
間
等
の
報
告
に
関
す
る

手
続
き

△

こ
れ
ら
の
事
項
に
つ
い
て
確
認
を

行
な
う
頻
度

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

副
業
・
兼
業
に
関
す
る
届
出
例
を
図

表
２
に
例
示
し
ま
す
。

【
労
働
時
間
の
管
理
】

　

労
働
基
準
法
（
以

下
、
労
基
法
）
38
条
１

項
で
は
「
労
働
時
間

は
、
事
業
場
を
異
に
す

る
場
合
に
お
い
て
も
、

労
働
時
間
に
関
す
る
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は

通
算
す
る
」
と
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。「
事
業

場
を
異
に
す
る
場
合
」

と
は
事
業
主
を
異
に
す

る
場
合
を
も
含
む
（
昭

和
23
年
５
月
14
日
付
基

発
７
６
９
号
）
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
副
業
人

材
を
活
用
す
る
う
え
で

避
け
て
通
れ
な
い
の

は
、
自
社
お
よ
び
他
社

の
法
定
労
働
時
間
を
通
算
し
て
労
働
時

間
を
管
理
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
次
号
掲
載
の
﹇
後
編
﹈
で
解

説
し
ま
す
。

　

一
方
、
労
働
時
間
の
通
算
が
必
要
と

さ
れ
な
い
場
合
と
し
て
、
労
基
法
38
条

１
項
の
規
定
の
解
釈
・
運
用
で
は
次
の

よ
う
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
労
基
法
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
〉

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、
独
立
、
起
業
、
共

同
経
営
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、顧
問
、理
事
、監
事
等

〈
労
基
法
が
適
用
さ
れ
る
が
労
働
時

  

間
規
制
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
〉

農
業
・
畜
産
業
・
養
蚕
業
・
水
産
業
、

管
理
監
督
者
・
機
密
事
務
取
扱
者
、

監
視
・
断
続
的
労
働
者
等

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
働
き
方
に
該
当

す
る
場
合
で
も
労
働
者
の
健
康
管
理
は

必
要
で
す
。
業
務
に
支
障
を
来
た
さ
な

い
よ
う
に
す
る
観
点
か
ら
も
、
労
働
者

の
通
算
労
働
時
間
を
把
握
し
、
長
時
間

労
働
を
回
避
す
る
配
慮
が
望
ま
し
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

❖

　

次
号
で
は
﹇
後
編
﹈
と
し
て
、
実
際

に
副
業
人
材
を
雇
用
す
る
際
の
方
法
、

労
働
時
間
の
管
理
方
法
等
に
つ
い
て
解

説
し
ま
す
。

【図表２】 副業・兼業に関する届出様式例

○○○株式会社（事業所名称）
○○ ○○殿（使用者氏名）

就業規則第○条の規定（／労働契約書の記載）に基づき、私 ○○ ○○（労働者氏名）は、以下のとおり、
副業・兼業について届け出ます。

1）  副業・兼業の形態 ： □雇　用 （事業所の名称等を２）～５）に記入）
  □非雇用 （業務の内容 ： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
2）  事業所の名称 ： 株式会社○○○
 事業所の住所 ： ○○県○○市○○○○

３）  ２）の事業所の事業内容 ： ○○○○○○○○
 従事する業務内容 ： ○○○○○○○○

４）  労働契約締結日等 ： xx年xx月xx日
 契約期間 ： 期間の定めなし ／ 期間の定めあり（xx年xx月xx日～xx年xx月xx日）

５）  所定労働時間等 ： 【所定労働日】　月　火　水　木　金　土　日
  【所定労働時間】 １日xx時間、週xx時間　
  【始業・終業時刻】 ○○ ： ○○～○○ ： ○○　
  ※上記の内容が記入されたカレンダーを別途添付するなどの方法も可。

 所定外労働時間 ： １日xx時間、週xx時間、１か月xx時間 ／ なし
（見込み） ※所定外労働時間には上記２）の事業所における休日労働の時間も含む。また、見込みとは別に最大の時間数が

　定まっている場合はそれぞれ括弧で記載する。

 ６） 確認事項　※必要に応じて労働者に確認する事項の例
□ 上記 １）～５）の事項に変更があった場合、速やかに届け出ます。また、これらの事項について、
会社の求めがあった場合には、改めて届け出ます。

□ 所定の方法により、必要に応じ上記２）の事業所での実労働時間を報告するなど、会社の労務
管理に必要な情報提供に協力します。
※所定の方法の例としては、時間外労働の上限規制の遵守等に支障がない限り、①1週間分を週末に報告する、②所定労働時
間どおり労働した場合には報告等は求めず、所定外労働があった場合のみ報告する、③時間外労働の上限規制の水準に近
づいてきた場合に報告するなどが考えられる。

xx年xx月xx日

日次処理の内容
• ○○○○○○○○
• ○○○○○○○○
未払計上を行なう理由
• ○○○○○○○○
店舗からの売上管理日報
の流れ
• ○○○○○○○○
• ○○○○○○○○
売上日報に必要な証憑
• ○○○○○○○○
• ○○○○○○○○

• 日次処理を理解できて
いない応対が多く、任せ
ることができない
• 請求書からの伝票起票
時に適正な科目で仕訳
ができていないことが
多い
•未払計上する理由が理解
できていない
• 店舗からの売上管理日報
の流れが掴めていない

一般的な経理処理
（仕訳における科目
選択、債権債務管理
等）について問題なく
処理を行なえること

伝票入力、支払
業務等の日次
業務

業務内容 必要な水準 貴殿の現状 備　考

以　上

副業・兼業に関する届出

出典　厚生労働省 『副業・兼業の促進に関するガイドライン/わかりやすい解説』を基に作成

たかやま えいてつ　   髙山社会保険労務士事務所所長。大学卒業後、約10年間サラリーマンとして勤務。 メーカーの営業職、一部上場企業での社員教育担当などを経て1998年7月開業。
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